
 
 
 
 
 

 

 

【コシヒカリ調査ほの生育状況（７月 10日現在、管内24か所平均）】 

 
1 か月予報（07/12～08/11）新潟地方気象台発表 
 
期間の前半は、平年に比べ曇りや雨の日が少ないでしょう。期間の後半は、平年と同様に晴れ

の日が多いでしょう。 
平均気温は、高い確率７０％です。日照時間は、平年並または多い確率ともに４０％です。 

 
 
 
 
 

草丈 ： 72 cm （指標値比 107 ％  ＝ やや長 ） 

茎数 ： 419 本/㎡ （指標値比 93 ％  ＝ やや少 ） 

葉数 ： 11.3 葉 （指標値差 0.5 葉  ＝  やや早 ） 

葉色  33.6  (指標値差 -2.6  ＝ 淡い ） 

【現在の生育状況と今後の管理(コシヒカリ）】 

・高温のため急激に葉色が低下してきています。田植時期や中干しの開始時

期により、草丈・茎数・葉色のほ場間差が大きいため、ほ場毎に穂肥診断

を行い、穂肥を実施しましょう。 

【水管理】 

・今後も高温が続くため、飽水管理で節水を心がけるとともに、渇水が懸念

されるため、協力して用水の有効活用を図りましょう。 

【穂肥】 

・生育診断を行い、遅れずに 1 回目の穂肥を施用しましょう。 

・高温が予想されるため、2 回目の穂肥はしっかり入れ、葉色に応じて３回

目穂肥を行い、出穂期の葉色維持を図りましょう。 

・一発基肥のほ場も著しい葉色低下が見られたら追肥を行いましょう。 
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葉色急激に低下!! 

飽水管理と穂肥を 

確実に実施！ 
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暑さが続いています。 農作業中の熱中症に注意しましょう。

適宜休憩をはさみ、農作業事故に注意しましょう。 



１ 今後の水管理 
コシヒカリは概ね幼穂形成期となっています。うわ根の発生促進や根の健全化及び地耐力

の維持のため、さらに土が乾いていると稲が肥料を吸えないため、葉色が低下しやすくなり

ます。きちんと飽水管理を行いましょう。 

少雨が続いているため、協力してかぎられた用水を使用しましょう。 

 
※理想的な飽水管理（模式図） 

 
 
 
（１）中生・晩生品種の出穂期は、平年より１日以上早くなる見込みです。 
（２）移植時期やほ場によって生育に差があるので、ほ場ごとに幼穂長を必ず 

確認してください。 
表１ 出穂期予想と穂肥時期のめやす（長岡・平場地域） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゆきみらいの出穂が始まりました。高温により出穂が早まる可能性があります。 
 
表２ 穂肥量のめやす（Ｎ成分合計量）  

 

 

 

１ 出穂期予想と穂肥時期・量のめやす（７月 10 日現在） 

施用量 ㎏/10a 施用量 ㎏/10a

コシヒカリ 2～3 越淡麗 02～3※

こがねもち 2～3 新之助 02～3※

※１回目 3～4㎏、２回目 2～3㎏ あきだわら 05～7※

品種名品種名
穂肥施用量は必ず生

育診断に基づき判断

しましょう。 



３ コシヒカリの１回目穂肥 ～ “生育診断を実施し時期と量を決定 

例 幼穂形成期(7/11 頃) 

草丈 75 ㎝ 葉色 31.0                     

Ａの範囲 基準量の穂肥 

 

（１） 葉色が急激に低下しています。生育診断を行い、適切に穂肥を施用しましょう。 
（２） 草丈が長く、葉色が濃い場合は、倒伏防止のため 1回目穂肥は慎重に判断しましょう。 
（３） 一発基肥のほ場も著しい葉色低下が見られたら追肥を行いましょう。 
（４） 高温のため、分施・一発とも葉色が急激に低下しているので、ほ場の様子に注意しましょ

う。 
 

４ コシヒカリの２回目穂肥 ～ “必ず施用”  
（１）生育診断の結果、1 回目穂肥を施用できなかった場合においても、２回目穂肥は下位節間

の伸長に影響しないため必ず施用しましょう。 
（２）１回目穂肥が出穂期 18日前より遅れた場合は、1回目穂肥を施用した日の７日後をめやす

に２回目を施用しましょう。 
（３）２回目の穂肥を施用しても高温により葉色低下し、出穂期の葉色が指標値のSPAD値３３

を切りそうな場合は、追加穂肥を実施しましょう。 
 
５ 病害虫対策 
（１） 長岡地域の一部では葉いもちの発生が確認されています。ほ場を見回り、発病を確認した

ら、穂いもちに進展しないよう直ちに防除を実施しましょう。 

 

（２）病害虫防除所より注意報第２号（斑点米カメムシ類の多発生に注意）が発表されました。 

カメムシ類による斑点米の被害軽減を図るため、畦畔・農道の除草は、イネ科雑草が結実し

ない間隔（約３週間）で行いましょう。あわせて、水田内雑草（ヒエ、ホタルイ等）を早め

に除去しましょう。 



 


